
2014/8/16

1

野⽣チンパンジーの世界
〜マハレ⼭塊国⽴公園
（タンザニア）の事例より〜

伊藤詞⼦（京都⼤学）1

ⒸN. ITOHⒸN. ITOH

0. はじめに
⻑期研究: 「発⾒」から「無知の知」へ?

 マハレ研究50周年
 “Mahale Chimpanzees: 50 Years of Research” 

Camabridge University Press, 2015年刊⾏予定
 50年を経て

 分かったこと
 本当に分かったのか？
 50年でもまだ短い！
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1. チンパンジー（PAN TROGLODYTES）
複雄複雌の社会（単位集団）で⽣活
絶滅危惧種（IUCN）
ヒトに近縁

注⽬を集めてきたトピック
 道具使⽤
 狩猟・⾁⾷
 ⾷物分配
 「政治」的かけひき
 「⽂化」
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2.1 マハレ⼭塊国⽴公園
チンパンジーが⽣息する⻄側

 タンガニーカ湖とマハレ⼭塊に囲まれる
 タンザニアでも有数の多⾬地帯
 低地林が発達
 明瞭な⾬季と乾季

5
Itoh et al. 2012; Nakamura & Itoh in press. 1章; 
Itoh in press. 11, 12章

2.2 マハレ研究⼩史
略史：配付資料 1

現地調査助⼿トングェ族
 動植物に関する豊富な知識
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⻑期研究！
野⽣の動物とフィールド・ワーク

 ⽣き⽅・⼈間を⾒るようにサルを⾒る
 ⼈慣れ
 ⾃然・社会環境の広さ、複雑さ

野⽣動物研究の鍵：
⻑期研究と地域間⽐較

マハレ研究50周年！
なぜ⻑期研究なのか：無知の知
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マハレの研究
単位集団の発⾒
メスの移籍（⽗系社会）の発⾒
道具使⽤、狩猟・⾁⾷、⾷物分配
「⽂化」
オス間の連合
単位集団の核としてのオス
⼦殺し
メスの⾮社会性
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3. なぜ⻑期研究なのか
3.1 チンパンジーをとりまく環境
3.2 チンパンジーの社会と⼈⼝動態
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3.1 チンパンジーをとりまく環境
〜⻑期的変動〜10

3.1.2 森林 3.1.1 気候

3.1.3 植物
フェノロ
ジー
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3.1.1 気候
気温

 最⾼気温：⽇平均からの⼤幅な逸脱（7~8℃）=温暖化
兆候

 最低気温：さらに⻑期のモニタリングが必要
⾬量

 全体としては減少傾向
 ⾬量の年間配分に変化=温暖化兆候?

11
Itoh et al. 2012；Itoh in press (11章)

3.1.1 
気候

3.3.2 森林の変化
国⽴公園全体

 ⼈間活動（焼畑等）の減少などに伴う変化
 公園境界付近における森林の減少（伐採、野⽕）

 M集団遊動域内
 ⾃然遷移
 ⾼い樹⽊のturnover rate

 ⽊本ツル植物の増加傾向
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Itoh and Nakamura in press (12章)

3.1.2 
森林

Itoh et al. 2012
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3.1.2 森林 3.1.1 気候

温暖化兆候

温暖化兆候樹⽊の⾼いturnover rate

降⽔量の減少

CO2濃度上昇

⽔資源の減少

樹⽊

ツル

競合

ツルの増加

3.1.3 植物
フェノロ
ジー • 2005/2008~周期性に微妙な

変化

今後の課題 16年では⾜りない

3.2 チンパンジー社会と⼈⼝動態
3.2.1 研究者を困惑させた離合集散社会システム
3.2.2 集団の歴史
3.2.3 暴⼒性と平等性
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3.2.1 離合集散社会システム
マハレでの研究の開始：1965年
チンパンジーの社会単位の発⾒：Nishida 1968；複
雄複雌の単位集団（Unit-Group）

海外研究者の追認：Goodall 1973＠ゴンベ

15

単位集団の全員が⾒渡せるようなひと⼀所に集まることは滅多に
なく、４〜５頭のワカモノやオトナと、何頭かのその⼦供たちか
らなるパーティを形成し、変幻⾃在に予測不可能な形で、メン
バーシップが変わってゆく様⼦は、ゆるやかな地域集団はあって
も、それらのメンバーが定常的に⼀つの集団を形成しているとは
考えられなかった。

3.2.2 集団の歴史
ゆっくり⻑い成⻑

 ⻑寿：50才以上。何才までかはまだわからない。
 ⼦育て：⽣物学的⺟親だけでなく、他個体も義⺟⾏動
や養⼦取りなど、様々な形で関与。⺟親同⼠の信頼関
係も重要。

⼈⼝動態
 Nishida et al. 2003; Nakamura in press. 6章
 ⽼⼈倶楽部

集団が辿ってきた歴史（含む⼈⼝動態、隣接集団
の動向）は、社会⾏動、社会関係、社会構造を変
えうる。

暴⼒性から平等性・対等性へ 16
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3.1.2 森林 3.1.1 気候

3.1.3 植物
フェノロ
ジー

3.2 
集団の
歴史

• 温暖化の兆候
• 降⽔量の減少傾向

• ⾃然遷移
• ⼈間活動の直接的影響

樹⽊turnover rate増加

ツルの増加

2005/2008~周期性に微妙な変化

??
今後の課題

社会⾏動
社会関係
社会構造

今後

チンパンジーを取り巻く環境 近隣の集団の動向
急激な個体数や構成の変化
メンバーシップ（個性）


